
“変化”を体感することのできる
大学経営と研究戦略を目指して

日時： 2017年11月10日（金） 13:30～15:00
会場： 筑波大学 総合研究棟 A棟 111 室

対象： 筑波大学教職員（つくば地区研究機関所属教職員も可）

参加費： 無料

参加登録： http://ura.sec.tsukuba.ac.jp/archives/13559
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　大学院修了後、企業でビジネス・マネジメントの経験を積

んだ後、再び大学に戻り、日本学術振興会特別研究員や国立

感染症研究所などで研鑽を積みながら、感染制御研究に携わ

り博士号を取得。2012 年 9 月岡山大学リサーチ・アドミニ

ストレーター（URA）一期生として着任。2017 年 4 月より

同大学企画・評価・総務担当副理事を務める。その他、経営

や社会投資、内閣府科学技術政策フェローなど、産学官それ

ぞれの分野における諸活動、制度改革等に携わっている。

　研究を行うことや食事に出かけること、はたまた大学経営や最新のスマホを買うこと

などは、すべて同じことに起因しています。この起因すべき点をしっかりと理解するこ

とで、戦略を描くことができます。今回、研究戦略のブレーン組織でもある岡山大学

URA の活動などをもとに、次世代に継ぐことのできる大学経営と研究戦略のあり方に

ついて皆さんとお話ししたいと思います。
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